
治山計画（保安林改良）作成委託業務仕様書

令和３年１２月

高 知 県



治山計画（保安林改良）作成委託業務仕様書

１．（適用範囲）

（１） この仕様書は、治山計画（保安林改良）作成委託業務に適用する。

（２） 契約図書及び特記仕様書に記載された事項については、この仕様書を優先する

ものとする。

（３） 治山計画（保安林改良）作成委託業務を実施する場合の土木設計委託契約書及

び設計図書の内容について、統一的な解釈及び運用を図るとともに、その他の

必要な内容を定め、もって契約の訂正な履行を図るためのものである。

２．（目的）

治山計画（保安林改良）ヒアリング資料とする。

３．（管理技術者）

（１） 受注者は、治山計画（保安林改良）作成委託業務における管理技術者を定め、

契約書及び仕様書等に基づき治山計画（保安林改良）作成委託業務に関する一

切の事項を処理するものとする。

（２） 管理技術者は、森林整備業務に従事した期間が３年以上ある者又はこれと同程

度以上の知識を有する者。

４．（業務内容）

○ 周囲測量

① 測量については、保安林改良工事計画箇所の周囲測量を行うものとする。

② 測量機器については、コンパス測量及び GPS測量とし、対象地の周囲の所有者又
は代理人が立ち会い、施工区域を決定するのもとする。

ただし、所有者より現地での立ち会いが不要な旨の申し出があった場合はこの限りで

はない。なお、閉合誤差の許容範囲は森林整備工事技術管理要項によるものとする。

③測点には、目印となる簡易な杭等を設置し、後の立ち会いで図面により確認出来るよ

うにする。

④測量業務にかかる刈り開け等については、測量業務の人役に含むため受注者により行

うものとする。

⑤測量にかかる野帳等の資料を整理し、写しを提出する。

○ 標準地調査

① 現地で標準地の設定（標準１０ｍ×１０ｍ以上）を行い、野帳等資料を作成する。

② 標準地箇所については、ビニールテープ等で範囲を囲み現地確認の際に確認でき

るようにするものとする。



③ 標準地調査については、森林整備工事技術管理要綱をもとに標準地箇所数を設定し、

調査記録する。

④ 標準地設置箇所については、発注者側と協議し決定すること。

○ 図面及び資料作成業務

① 測量図面については、ＣＡＤ等で作成し、面積を記入することとする。（縮尺につ

いては、協議により決定する）

② 現地測量の野帳の写しと、現地で確認できるよう計算書等を作成し提出する。

（測点、方位角度、高低角度、斜距離、水平距離について整理する）

③ 平面図については、縮尺１／５,０００を標準とし、測量図面を森林基本図上に図
示するものとし、A4程度の図面で提出する。（標準地箇所及び写真撮影場所、撮影方
向を記入するとともに写真番号を転記する。）

（参 考） 写真記号 ① 標準地記号 □
④ 標準地の写真、林内状況の写真、荒廃地及び荒廃状況、保全対象、計画地の全景

についてデジタルカメラで撮影し写真台紙に添付する。（写真枚数１０枚程度）

保全対象及び計画地の全景写真については、航空写真等を利用して構わないもの

とする。

⑤ 写真台紙に番号を付け１／５，０００の森林基本図に撮影場所を記入する。

⑥ 標準地調査データを作成し提出する。

５．（打合せ協議）

打合せ協議については、着手前、中間（進捗が３０％～８０％）、完了前に行う。

６．（報告書の提出）

（１）測量図面及び平面図、計算書の提出

測量野帳の写し、測量計算書（様式－２参照）、測量図面、並びに測量図面を森

林基本図上（１／５，０００）に転記したものを紙ベース及び電子データで提出

するものとする。（写真撮影場所及び撮影方向を記入するとともに写真番号を転記

したもの。）

（２）施工位置図の提出

１／５０，０００保安林配備図を使用し、委託箇所を図示したものを紙ベース

及び電子データで提出するものとする。

（保全対象写真の撮影場所及び撮影方向を記入し、写真番号を転記したもの。）

（３） 写真の提出

各標準地の状況、全景、保全対象、荒廃状況等を撮影し、写真台紙（様式－１

参照）に箇所名を記入のうえ添付したもの（カラー）を紙ベース及び電子データ

１



で提出するものとする。

全景については、施工区域が分かるよう赤線で区分する。

（４） 本数調整伐実施要件確認表（様式－３参照）を全て記入し紙ベース及び電子デ

ータで提出するものとする。

７．（受注者の義務）

受注者は、契約の履行に当たって当該委託業務の意図及び目的を十分に理解したう

えで、調査結果のとりまとめを行い提出する。

８．（安全管理）

現地調査を行うに当たり、安全には十分注意し予想される危険に対し十分対策を講

じること。

９．（現地調査）

現地調査を行うに当たり、発注者が発行する委託証明書（様式－４）を必ず携帯す

るとともに身分の確認を求められた場合は委託証明書を提示のうえ、調査の内容を説

明し理解を求めること。

理解が得られず退去を求められた場合は、速やかに退去し発注者に状況等の説明を

行うこと。

１０．（その他事項）

仕様書に明記していない事項については、発注者と協議し決定する。

治山計画（保安林改良）作成委託業務に必要な森林基本図及び保安林配備図等資料に

ついては、発注者が用意し配布すること。

本業務の治山事業森林使用承諾書については、平成１９年９月１２日付け、１９高治

林４８９号「森林整備に係る承諾書等の改正について」を参考に発注者が、本業務着手

前に整備しておくものとする。

各種様式について、調査項目及び内容が記載されているものであれば、発注者との協

議により任意の様式で良いものとする。



様式-1 写 　真 　台 　紙 箇所名



測点 方位角 高低角 斜距離 水平距離
0
1 0.00
2 0.00
3 0.00
4 0.00
5 0.00
6 0.00
7 0.00
8 0.00
9 0.00

10 0.00
11 0.00
12 0.00
13 0.00
14 0.00
15 0.00
16 0.00
17 0.00
18 0.00
19 0.00
20 0.00
21 0.00
22 0.00
23 0.00
24 0.00
25 0.00
26 0.00
27 0.00
28 0.00
29 0.00
30 0.00
31 0.00
32 0.00
33 0.00
34 0.00
35 0.00
36 0.00
37 0.00
38 0.00
39 0.00
40 0.00
41 0.00
42 0.00
43 0.00
44 0.00
45 0.00
46 0.00
47 0.00
48 0.00
49 0.00
50 0.00

測　量　計　算　書
測量箇所：

　　様式－２



様式－３

（ 箇所名 ）

実施要件 に適合 林齢

番号 樹高 胸高直径（Ｄ） 材積 伐採木

※伐採木欄は、伐採予定木にチェックをする。

形状比（Ｈ／Ｄ）　　　　　　＝

収量比数（Ｒｙ）　　 　　　　＝

立木本数（本／ｈａ）　　 　＝

伐採率（本数率）　　 　　　＝

伐採率（材積率）　 　　　　＝

、標準地面積10ｍ×10ｍ、樹種

本数調整伐実施要件確認表



（様式－４）

委 託 証 明 書

１．委 託 元：○ ○ 林業事務所（○○課）

２．委託業者名：○ ○ ○ ○

３．管理技術者：○ ○ ○ ○

４．受 託 期 間 ：○○年○○月○○日～○○年○○月○○日

※ 上記のとおり○○年度治山計画（保安林改良）作成委託業務を

委託したことを証します。

年 月 日

○○林業事務所長 印



諸注意

１．委託証明書の返却については、委託業務終了後速やかに発注者へ返却すること。

２．現地調査に当たり、自動車等の駐車及び調査対象地の出入りについては迷惑にならな

いよう十分注意すること。

３．現地調査に当たり、発注者が発行する委託証明書を必ず携帯するとともに身分の確認

を求められた場合は委託証明書を提示のうえ、調査の内容を説明し理解を求めること。

理解が得られず退去を求められた場合は、速やかに退去し発注者に状況等の説明を行

うこと。

４．交通規則を厳守し、安全運転に努めること。

５．現地調査を行うに当たり、安全には十分注意し予想される危険に対し十分対策を講

じること。


